
     
  いつもご理解とご⽀援を賜り、誠にありがとうございます。 
  2024年1⽉のFIJの活動内容や成果についてご報告します。 

 ▼2023年の活動報告書を公開しました 
 2023年の主な活動をご紹介する報告書 
 をWEBサイトで公開しました。初開催 
 のファクトチェックアワード、外部団 
 体との取り組み、疑義⾔説データベー 
 スClaimMonitorのファクトチェック記 
 事への貢献などを簡潔にまとめていま 
 す。ぜひご覧ください。 
 2023年の活動報告 
 活動報告書のページ 

  ファクトチェックの認知・信頼向上に関する取組み               

 ▼ファクトチェック・ナビの更新 
 ファクトチェック結果  には5件を登録、うち3件は能登半島地震関連でした。 
 誤情報関連ニュース  への登録数は74件と過去1年でもっとも多く、中でも能登半島 
 地震に関して報道各社から活発な発信が為されて33件でした。FIJガイドライン活 
 ⽤メディアではないメディアによるファクトチェック記事へのリンクもご紹介して 
 おり、それらを含む地震に関する記事へのリンク⼀覧を  こちらのページ  でご覧いた 
 だけます。 

  ファクトチェック⽀援システムの運⽤                     

 ▼疑義⾔説データベースClaimMonitorの 
  運⽤状況 

 1⽉の新規登録件数は168件と、ここ数ヶ⽉の 
 130件前後と⽐べて⼤きく増加しました。 
 能登半島地震関連が59件と突出し、地震発⽣ 
 の1⽉1⽇だけで11件を登録しています。当初 
 は被害報告、⼈⼯地震説、犯罪関連等、数⽇ 
 後からは⾏政の対応、救助活動、避難所等に 
 関する⾔説が確認されました。 
 ほか、⽻⽥空港の航空機衝突事故が9件、 
 新型コロナ関連が8件などとなります。 
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https://drive.google.com/file/d/14REBSSJYJcMeHsPx4zA7a6MYjRAqizf8/view
https://fij.info/activity/report
https://navi.fij.info/factchecks/
https://navi.fij.info/coverage-links/
https://navi.fij.info/redirect_links_category/%E5%9C%B0%E9%9C%87


  理事の活動・メディア出演等                         

 ●総務省が2023年11⽉より開催している「  デジタル空間における情報流通の健全性 
 確保の在り⽅に関する検討会  」に、奥村信幸理事（武蔵⼤学社会学部教授）、脇浜 
 紀⼦理事（京都産業⼤学現代社会学部教授）が構成員として参加しています。同検 
 討会は偽・誤情報対策が主要なテーマのひとつとなっており、1⽉25⽇のワーキン 
 ググループ会合における両理事の発⾔が  議事録  で公開されています。 

   今後ともご注⽬・ご⽀援のほど、なにとぞ宜しくお願い申し上げます。 
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https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/digital_space/index.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/digital_space/index.html
https://www.soumu.go.jp/main_content/000930342.pdf

